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                 精神的、身体的健康で社会的にも良好である状態を言います。社会において、活躍する職員が健康で 

                 かつ充実感を持って働くためには、私たち自身のウェルビーイングが重要なのです。 

                       

                       

 

 

 

 

 

「働く人が幸せであることが、最高の医療・看護につながる」 
 

面談や聞き取りを中心に活動し、4月５月と人間関係・メンタルヘルスの相談が多く寄せられ対応しました

がフォローアップの強化により、６月にはかなり減少しました。その他キャリア支援や育児、介護の相談も対

応しています。「少し話を聞いてほしい」「気持ちを整理したい」など些細な事でも皆さんを応援しています。 
 

問題をとらえ、「貴重な意見を放置しない」と管理者や教育担当者に発信し、みんながいきいき働く職場づくり

をおこなっていきます。新しく更新した、相談予約ＱＲコードや、メールの活用などの状況を評価しながら、活

動の範囲を広げていきます。希望としてはもっと、業務改善や多様な働き方の提案が増えるといいですね。 

 

 

 

勉強会などの依頼も受け付けております 

文責：横山 

今月は、ウェルビーイング推進課とスキンケア課より報告です。 

ウェルビーイング推進課の活動と今後 

取り組み 

今後の展開 

ウェルビーイングって 

５つのウェルビーイング 
キャリア：仕事のやりがい、納得感、楽しんでいるか 
ソーシャル：人間関係の充実、心理的安全性 
ファイナンシャル：経済的安定、収支バランス 
フィジカル：心身の健康、十分なエネルギーがあるか 
コミュニケーション：社会とのつながり、役に立っている実感はあるか 

 

文責：Ｗell-Being 推進課 牟田口恵子 
 


